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 公園の向日葵も日に日に背を伸ばし、花ひらく夏の彩りの季節となりました。保護者の皆さまにおかれましては、益々ご清

栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、本校の教育活動に深いご理解と温かいご支援をいただきありがとうございます。先日は、あさひリサイクルデーに

て、業者の不手際があり、大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。 

 旭丘中学校では、昨年度までの教育活動を基盤に、「『規律・活力』『豊かな感性』を育む校風づくり」～互いに磨き合い、志

を抱く教育活動の実現～を教育目標に、生徒や保護者の皆さまが「魅力」を感じる学校づくりを推進しています。 

 構築された学習規律を基盤に、授業では思考・表現力やコミュニケーション力の向上をめざし、修学旅行・トライやるウィ

ーク等の学校行事においても、連帯感と感動ある教育活動に高まりを感じています。また、来校される方々からも、授業にお

ける生徒の真剣なまなざしやさわやかな挨拶・意欲的な清掃活動などに感心され、多数のお褒めの言葉をいただいています。

これもひとえに保護者の皆さま方の温かいご支援と感謝しております。 

 さて先般に実施しました「携帯・スマホ等の情報機器の活用状況」についての調査結果がまとまりましたので紙面にてご報

告いたします。この結果は、自分自身を律する姿勢の大切さや周囲の大人の関わりを振り返るよき機会となっています。 

 「１０代は人生の基盤づくり」の大切な時期です。正しい生活習慣や学習意欲を育て、将来展望に志を抱く機会に接するこ

とができる時期でもあります。今後も、生徒が健やかに成長できる環境づくりをめざし、学校と家庭が相互に支え合う関係づ

くりを進めていきたいと思っています。 

 
 

 

Ｑ 携帯やパソコン等でメールやブログ等に熱中していることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□携帯やスマホ、音楽ﾌﾟﾚｰﾔｰやゲーム機の１日の使用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□携帯やスマホ、音楽ﾌﾟﾚｰﾔｰやゲーム機と期末テストの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□今こそ！家庭と学校の底力の見せどころ 
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平成２６年７月１８日発行 

小野市立旭丘中学校 

TEL ０７９４－６２－２７５０ 

 Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２３ 

全 体 ４５．１％ ３７．３％ ４１．０％ 

１年生 ４４．１％ ２８．６％ ３３．０％ 

２年生 ３７．５％ ４２．１％ ３６．７％ 

３年生 ５３．５％ ４０．４％ ５７．０％ 

 

１年生 ２９．２％  ２年生 ３１．５％ 

３年生 ３５．４％  *各学年の所持率 

１年生 ８６．７％  ２年生 ７６．９％ 

３年生 ７７．０％ ＊各学年の所持率 
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携帯やスマホの使用時間（平日） 

12.6%
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18.1% 18.4%

34.6%

携帯やスマホの使用時間（休日） 

6.5%

5.6% 3.8%

21.4%

32.0%

30.8%

音楽ﾌﾟﾚー ﾔｰ、ｹﾞｰﾑ機 

（携帯やｽﾏﾎ以外）の使用時間（平日） 

7.7%

22.1%
8.6%

13.0%

22.7%
26.0%

上記のグラフは、携帯・スマホや通信機能付き音楽プレーヤー・ゲーム機の使用時間を示しています。これらの通信機

器は、使い方によって犯罪被害にあったり、いじめ問題等のトラブルに発展していくなどの問題も指摘されています。ま

た、長時間のメールやゲーム等により集中力不足、睡眠不足、学習効果の低下等の二次的な弊害へと繋がっていきます。

先日、生徒は、「スマホやケイタイの使い方」授業を実施し、保護者の方々にもコメントをいただきました。川島隆太東

北大学教授の研究から、１時間以上の使用により「学習が打ち消される」ことが実証されています。本校も長時間使用す

る携帯やスマホ等への依存症の生徒もかなり見受けられる危険性があります。  

 毎年２学期に実施する学校評価アンケートより、家庭

学習において携帯・パソコン等に熱中するあまり、生活

習慣の崩壊や家庭学習力の低下に繋がっていることが

伺えます。また、学年が進むにつれ、その割合も増加し

ている現状があります。本校が直面する大きな課題で

す。よりよい学習環境を生徒・保護者・学校で連携して

創り出すことが大切だと思います。 

 ６月に実施した学習生活アンケートから本校の携

帯・スマホの所持率は全国平均に比べ低い結果でした。

しかし、通信機能付きゲーム機や音楽プレーヤーとなる

と全校生徒の８割前後が所持しています。 

通信機能付きゲーム機や音楽プレーヤーとは、携帯や

スマホから電話機能だけがないものと考えても過言で

はありません。インターネットが繋がる（wifiが使用で

きる）環境が整えば、無料アプリをダウンロードしメー

ルやオンラインゲーム、ＳＮＳ等が無料できます。また、

費用面においても購入費だけで済み、携帯・スマホのよ

うに毎月の使用料を支払う必要がありません。しかし、

携帯・スマホのような依存性はもちろんのこと、フィル

タリング機能がないため危険度は高く、事件に巻き込ま

れる可能性が高いことを忘れてはならないものです。 

音楽ﾌﾟﾚー ﾔｰ、ｹﾞｰﾑ機 

（携帯やｽﾏﾎ以外）の使用時間（休日） 

 グラフは、携帯やスマホ等の所有の有無・使用時間と期末テス

ト（５教科）との関係を示してます。携帯やスマホ等が及ぼす影

響が驚くべき数値となって現れています。また、学年が進むにつ

れその差異は拡大していくことにも注目して下さい。さらに９教

科合計・睡眠時間・学習時間も同様の結果となっています。知ら

ず知らずのうちに時間が増え、依存症に陥っていることに気付い

て欲しいと思います。また、学習力の低下だけでなく、人が成長

していく上で身に付けていくべき集中力・思考力・創造性・コミ

ュニケーション力等も損なわれています。 

  子どもたちの健やかな成長を願うのは、家庭も学校も全く同じです。大人は、知識だけでなく、一喜一憂しながら、

たくましさや豊かな感性を育てています。子どもたちの希望ある将来を願うからこそ、時には厳しく支えています。 

☆一番大切なことは、子ども自身が真剣に自分を変えたいと思うことです。楽しいことだけを求めるのではなく、自ら

律する姿勢が大事です。強い意思と覚悟こそが自分を変える唯一の手段です。 

 ☆家庭では、子どもと真剣に話し合いをすすめて下さい。子どもの特性に応じて、時にはルール作り等が必要だと思い

ます。また、携帯・スマホ等の講演会にも積極的に参加し、保護者が正しい認識を持つことが大切です。 

 ☆学校も生徒に志を抱く教育活動をすすめ、正しい生活習慣・学習の基盤づくりを進めていきます。また、生徒会を中

心に互いに磨き合える集団づくりに取り組んでいきます。 

                      「人（学校・家庭・生徒）が環境を創り、環境が人を育てる」 

期末テストと携帯・スマホ使用との関係 

期末テストと携帯・スマホ所持との関係 
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期末テストと音楽ﾌ゚ ﾚ ﾔーｰ、ｹﾞ ﾑー機（携帯やｽﾏﾎ以外）との関係 
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+46.7
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